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介護労働の現状について
 平成２０年度介護労働実態調査を中心に

介護労働安定センター介護労働安定センター

Ｈ２１．７．３１
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事業所の経営主体
 

訪問系は民間、施設系入所型は社会福祉法人が主流

48.9

26.1

37.4

12.1

14.3

10.1

44.0

16.2

9.6

19.8

15.1

7.1

2.9

8.6

民間企業

38.6

2.2

社会福祉協議会

9.4

社会福祉法人

22.7

医療法人

14.5

ＮＰＯ（特定

非営利活動法人）

6.0

10.9

4.2

7.0

その他

7.6

1.4

0.9

1.4

無回答

1.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

区分

全体（n=5,929）

訪問系（n=2,331)

施設系（入所型）

（n=1,901)

施設系（通所型）

（n=1,527)
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主要介護サービス別経営割合
 

ｻｰﾋﾞｽごとに特徴が見える

78.0

17.5

22.3

91.9

16.0

4.1

0.5

5.1

65.6

0

1.5

11.7

3.7

4.0

0.3

民間

40.9

51.2

社福

10.9

0.3

17.1

社協

14.4

医療

8.4

8.5

8.5

ＮＰＯ

0

0

10

7.6

その他

0% 20% 40% 60% 80% 100%

区分

通     介

訪　 　介

老健施設

老福施設

特定施設

特定施設（特定施設入居者生活介護）：有料老人ﾎｰﾑ、軽費老人ﾎｰﾑ（特にｹｱﾊｳｽ）など
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複数事業所の有無
 

３分の１が１事業所のみ

59.3

73.3

67.1

39.0

25.6

31.2

複数事業所が「ある」

65.9

複数事業所が「ない」

32.5

無回答

1.6

1.7

1.2

1.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

区分

全体（n=5,929）

訪問系（n=2,331)

施設系（入所型）

（n=1,901)

施設系（通所型）

（n=1,527)
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全法人の従業員数
 

訪問系は５０人未満が３分の１

25.9

32.0

13.0

33.8

20.3

17.7

24.2

19.0

27.3

21.4

37.8

22.8

7.1

5.8

8.4

7.0

14.4

17.3

13.1

12.2

４９人以下
５０人以上

９９人以下

１００人以上

２９９人以下

３００人以上

４９９人以下
５００人以上 無回答

5.0

5.9

3.6

5.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

区分

全体（n=3,909）

訪問系（n=1,383)

施設系（入所型）

（n=1,393)

施設系（通所型）

（n=1,024)
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主な介護サービスの種類
 

訪問介護・通所介護が中心

27.8

20.1

11.5

8.6

7.4

4.9

4.9

3.4

2.4

2.2

1.8

1.3

1.2

0.5

2.1

0 5 10 15 20 25 30
(%)

通所介護

介護老人福祉施設

認知症対応型共同生活介護

居宅介護支援

介護老人保健施設

その他の介護給付におけるサービス

特定施設入居者生活介護

通所リハビリテーション

訪問看護

介護療養型医療施設

認知症対応型通所介護

その他の予防給付におけるサービス

福祉用具貸与

無回答

訪問介護
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事業所従業員規模
 

訪問系は9割が５０人未満

 施設系入所型は半数が５０人以上

15.6 15.3

3.9

17.2

23.5

16.1

32.7

32.1

26.6

33.2

8.2

35.5

9.6

5.0

16.7

4.0

7.4

4人以下

0.5

2.9

12.3

5人以上

9人以下

23.4

10人以上

19人以下

30.3

20人以上

49人以下

17.3

50人以上

99人以下

8.4

100人以上

0.9

無回答

0.4

0.8

0.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

区分

全体（n=5,929）

訪問系（n=2,331)

施設系（入所型）

（n=1,901)

施設系（通所型）

（n=1,527)
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介護事業の経過年数
 

平均6.8年

 
８割以上が10年未満

5.6

4.3

7.0

5.1

5.1

8.5

8.1

9.0

9.7

7.7

8.8

9.4

9.2

9.0

9.9

54.1

43.3

44.0

6.3

17.2

7.9

1年未満

5.5

1年以上
2年未満

6.0

2年以上
3年未満

8.8

3年以上
4年未満

8.5

4年以上
5年未満

9.3

5年以上
10年未満

47.7

10年以上

10.2

無回答

4.0

3.3

3.6

4.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

区分

全体（n=5,929）

訪問系（n=2,331)

施設系（入所型）

（n=1,901)

施設系（通所型）

（n=1,527)

平均経過

年数

6.8年

6.6年

7.8年

5.9年
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事業所・利用者の増加率（対前年比）
 特定施設入居者生活介護の伸びが高い

 （厚生労働省

 

平成１９年介護サービス施設・事業所調査

 

）

8.2

-7.6

0.6

-16.3

1.3 1.7 3.1 3.2

34.8

27.7

5.6 6.8

-30

-20

-10

0

10

20

30

40

通介 訪介 老健 老福 特定 認知

事業所数

利用者数

事業所

 

n20,997              n21,069              n3,435                n5,892              n2,617               n8,818
利用者

 

n882,596            n738,793             n285,265          n405,093          n84,355             n123,479

％
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事業収入の状況
 

平成18年3月を100とした２年半年後（20年9月）の指数

 訪問系はﾏｲﾅｽ

12.8

4.9

8.8

5.4

13.5

8.9

12.2

7.3

11.7

6.8

15.2

4.6

8.4

15.8

8.6

4.1

5.3

5.4

4.9

5.9

12.4

13.3

7.6

17.7

27.6

24.8

26.9

30.4

1.8

7.1

70％未満

6.1

70％以上
80％未満

3.1

11.6

80％以上
90％未満

8.5

90％以上
95％未満

7.5

95％以上
100％未満

3.4

10.7

100％以上
105％未満

2.2

105％以上
110％未満

3.1

3.5

110％以上
120％未満

120％以上 無回答

0% 20% 40% 60% 80% 100%

区分

全体（n=5,929）

訪問系（n=2,331)

施設系（入所型）（n=1,901)

施設系（通所型）（n=1,527)

平均

指数

101.9

97.6

101.3

110.3
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主要ｻｰﾋﾞｽ別事業収入指数
 H１８年３月＝１００としたH20年９月の指数

119.7

99.8
94.9

97.3

112.3

101.9

70

80

90

100

110

120

130

特定 老福 老健 訪介 通介 全体
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介護職の男女割合
 

介護労働は女性が支えている

15.0

44 .8

18 .1

80 .5
91 .5 82 .6

74 .7
91 .2

53 .6 51 .9

75 .3

男性

5.04 .3

40 .3

8 .4
21 .4

女性

4.2 3 .9 3 .8 6 .1 3 .3 6 .64 .5 9 .0

不明

0%

20%

40%

60%

80%

100%

区

分

全

体

訪

問

介

護

員

サ

ー

ビ

ス

提

供

責

任

者

介

護

職

員

看

護

職

員

生

活

相

談

員

Ｐ

Ｔ

・

Ｏ

Ｔ

・

Ｓ

Ｔ

介

護

支

援

専

門

員
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介護職の正・非
 

社員割合
 

訪問介護員は８割が非正社員

44.2

9.4

63.6
53.6 56.7

78.9
66.5 73.4

54.2

88.4

33.4
45.5 41.6

18.7
30.8

24.5

正社員

非正
社員

不明

2.12.72.41.70.83.02.31.6

0%

20%

40%

60%

80%

100%
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全

体
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者
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護
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員
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護
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員
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・
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・
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Ｔ

介

護
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援

専

門

員
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主な保有資格（複数回答）

 
2級ﾎｰﾑﾍﾙﾊﾟｰが主流

5.5

50.3

10.1

29.8

12.4

0

10

20

30

40

50

60

１　級 2　級 ケアマネ 介福士 看・准士

(%)
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勤続年数
 

4.4年
 

介護職員は3.8年と短い

5.8

4.4

12.2

10.5

5.8

13.8

9.7

19.7

17.1

13.2

12.3

9.0

15.1

13.0

13.5

12.2

9.9

12.2

9.7

10.1

11.6

10.1

8.9

8.0

7.4

33.2

39.6

19.8

23.0

26.0

4.4

8.6

5.1

7.4

10.7 5.5

9.2

１年未満

16.6

１年以上

２年未満

13.6

２年以上

３年未満

11.6

３年以上

４年未満

9.5

４年以上

５年未満

25.5

５年以上
10年未満

5.9

10年以上
15年未満

2.2

15年以上
20年未満

3.5

1.0

1.9

3.7

20年以上

1.5

0.3

1.3

0.9

2.8

3.6

無回答

4.7

5.5

3.6

4.3

4.6

4.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

区分

全体（n=58,961)

訪問介護員（n=16,426)

サービス提供責任者（n=2,534）

介護職員（n=25,877)

看護職員（n=5,847)

介護支援専門員（n=2,901)

平均勤続
年 数

4.4 年

4.3 年

5.7 年

3.8 年

5.0 年

6.1 年
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介護労働者の年齢層
 

訪問介護員は50歳以上が過半数を占める

5.3

14.3

8.9

12.6

9.4

12.6

7.7

9.5

10.7

11.8

13.4

10.5

12.8

10.2

15.6

14.3

13.7

18.0

10.9

16.7

16.1

12.8

15.7

18.3

10.4

15.1

16.6

12.8

19.3

15.7

9.6

12.7

13.8

12.2

22.7

8.6

8.0

10.2

9.0

－

20歳未満

0.4

0.1

－

0.7

0.1

0.2

1.7

20歳以上
25歳未満

5.6

1.2

10.4

1.2

2.4

25歳以上
30歳未満

9.4

2.4

4.8

30歳以上
35歳未満

10.3

4.1

35歳以上
40歳未満

10.3

40歳以上
45歳未満

11.1

45歳以上
50歳未満

12.7

50歳以上
55歳未満

55歳以上
60歳未満

60歳以上

1.6

2.3

無回答

1.9

2.4

1.2

2.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

区分

全体（n=58,961）

訪問介護員（n=16,426)

サービス提供責任者（n=2,534）

介護職員（n=25,877)

看護職員（n=5,847）

介護支援専門員（n=2,901)

平均

年齢

44.4

50.9

46.5

40.5

46.2

46.1
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採用率・離職率
 

非正社員の大量採用、大量離職は顕著

 （参考：保険事業介護職員117万人（H18）×率＝

 

32万人採用

 

25万人離職）

38.7

21.9

12.2

25.5
22.6

0

20

40

２

職

種

計

正

社

員

非

正

社

員

正

社

員

非

正

社

員

（％）

1年間の採用率

（n=3,457） （n=34,125） （n=34,810） （n=22,923）（n=95,315）

18.7
22.1

13.1

18.2

27.5

0

20

40

２

職

種

計

正

社

員

非

正

社

員

正

社

員

非

正

社

員

（％）

1年間の離職率

（n=95,315） （n=3,457） （n=34,125） （n=34,810） （n=22,923）
（訪問介護員） （介護職員） （訪問介護員） （介護職員）
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訪問介護員の離職率
 
施設介護職員の離職率

 
正社員が高い

 
非正社員が高い

13.9 13.1

22.1

0

5

10

15

20

25

30

訪問全体 正社員 非正社員

21.9

18.2

27.5

0

5

10

15

20

25

30

施設全体 正社員 非正社員

（%）（%）
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介護事業開始経過年数別
 

離職率
 

経過年数が長い事業所ほど低い

26.1

32.9

27.8
24.9

21

17.1
14.9

0

5

10

15

20

25

30

35

1年未満 1～2年未満 2～3年未満 3～4年未満 4～5年未満 5～10年未満 10年以上

%
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事業所規模別
 

離職率
 

概して大規模ほど低い

％

26.6

22.7

25.9

21.2

18.0
15.5

0

5

10

15

20

25

30

4人以下 5～9人以下 10～19人以下 20～49人以下 50～99人以下 100人以上
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所定内賃金（月給者）

220,458216,489
191,485 196,013

256,656 260,712

0

50,000

100,000

150,000

200,000

250,000

300,000

全体

（n=28,184）

訪問介護員

（n=2,067）

サービス提供責任者

（n=1,956）

介護職員

（n=14,581）

看護職員

（n=3,375）

介護支援専門員

（n=2,254）

（円）
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所定内賃金（時間給者）（１時間あたりの平均時間給）

1,121
1,230

1,147

893

1,313 1,336

0

300

600

900

1,200

1,500

全体

（n=22,880）

訪問介護員

（n=12,121）

サービス提供責任者

（n=226）

介護職員

（n=7,999）

看護職員

（n=1,688）

介護支援専門員

（n=166）

（円）
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賃金支払い形態（職種別）
 

訪問介護員の８割は時間給

14.8

86.4

60.7

63.7

89.1

82.5

9.9

34.3

32.7

7.5

52.5

月給

1.9

3.3

3.5

日給

2.3

4.8

3.1

43.6

時間給

1.6

0.4

無回答

0.4

0.1

0.5

0.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

区分

全体（n=58,961）

訪問介護員（n=16,426)

サービス提供責任者（n=2,534）

介護職員（n=25,877)

看護職員（n=5,847)

介護支援専門員（n=2,901)
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所定内賃金比較（月給者）
 構造的問題がここに

 
（全産業＝平成２０年賃金構造基本統計調査）

224.0

333.7

226.1

299.1

216.5
225.9

213.4

100

140

180

220

260

300

340

380

介

護

全

体

介

護

全

体

男

介

護

全

体

女

全

産

業

計

全

産

業

男

全

産

業

女

全

産

業

非

正

社

員

千円千円
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勤続年数と賃金（月給者）

150,000

200,000

250,000

300,000

350,000

400,000

450,000

500,000

1年未満 1～３年未満 3～5年未満 5-10年未満 10-15年未満 15-20年未満 20年以上

介　　護 全産業男 全産業女

円

（平均勤続

 

：

 

全産業

 

男13.1年

 

女8.6年
性別構成：

 

68% 32. ％
介護

 

男 4.3 年 女 4.4年）
性別構成

 

23% 69%

（介護労働安定センター20年度・厚生労働省平成20年賃金構造基本統計調査）
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月間労働時間
 

登録ﾍﾙﾊﾟｰは正社員の半分以下

124.8

156.7

64.0

129.2

55.1

55.7

168.6

146.2

160.4

82.9

163.9

119.6

151.4

94.0

161.5

95.1

131.6

79.2

162.7

114.5

144.0

81.8

0 20 40 60 80 100 120 140 160 180

全　体　　　　　　　(n=51,866）

正社員　　　　　　　 （n=1,684）

非正社員　　　　　（n=12,575）

常勤労働者　 　（n=1,521）

短時間労働者（n=11,054）

うち登録ヘルパー（再掲）（n=10,623）

正社員　　   　 　 　（n=1,698）

非正社員　　 　     　 （n=482）

常勤労働者　      （n=394）

短時間労働者      （n=88）

正社員　　　 　　　（n=12,757）

非正社員　　　  　　（n=9,741）

常勤労働者　   （n=4,343）

短時間労働者 （n=5,398）

正社員　　　　 　　　（n=3,019）

非正社員  　　　　　（n=1,943）

常勤労働者 　  　（n=588）

短時間労働者 （n=1,355）

正社員　　　　　　 　（n=2,019）

非正社員　　　　　　　（n=287）

常勤労働者 　     （n=151）

短時間労働者     （n=136）

（時間）

訪問介護員

ｻｰﾋﾞｽ提供責任者

施設介護職員

看護職員

介護支援専門員



27

介護サービス運営上の問題点

8.7

18.2

21.2

26.5

44.2

53.6

71.6

0 10 20 30 40 50 60 70 80

介護従事者の業務に関する知識や技術が
不足

教育・研修時間が十分取れない

新規利用者の確保が難しい

指定介護ｻｰﾋﾞｽ提供に関する書類作成が
煩雑で時間を取られる

経営が苦しく労働条件の改善が出来ない

良質な人材確保が難しい

今の介護報酬では十分な賃金が払えない

％
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経営効率面での対応積極面で「指定ｻｰﾋﾞｽ増」

 
消極面で「人件費削減」が高い

28.5

11.1

13.8

16.3

9.9

15.9

12.2

7.2

0 5 10 15 20 25 30

特に対応ナシ

ＩＴ活用等効率化

総人件費圧縮

正社員減非〃増

事業規模縮小

事業規模拡張

指定ｻｰﾋﾞｽ増

指定外サ増

％
％
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従業員の過不足状況
 

「不足」が全体で６３％を占める

18.2

7.2

28.0

7.7

16.6

12.7

8.3

5.6

29.0

14.5

31.7

24.1

11.8

21.0

13.8

24.2

73.5

42.6

52.7

82.6

67.1

76.0

7.5

①大いに不足

9.2

1.2

2.6

2.2

3.1

21.4

②不足

3.9

34.1

③やや不足

36.5

適当

0.5

過剰

1.2

0.6

1.9

1.3

0.6

1.0

2.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

区分

全体（n=4,232）

訪問介護員（n=2,553)

サービス提供責任者
　　　　　　　（n=2,162)

介護職員（n=3,465)

看護職員（n=3,123)

生活相談員（n=2,440)

PT・OT・ST（n=842)

介護支援専門員
　　　　（n=3,208)
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派遣労働者の受入れ割合
 

（主要介護ｻｰﾋﾞｽ別）
 施設系での受入れが高い

4.2

21.7

10.5

11.5

0 10 20 30

全体（n=5,929）

訪問系（n=2,331）

施設系（入所型）

（n=1,901）

施設系（通所型）
（n=1,527）

(%)
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介護関連職種の有効求人倍率(全国）
 

（厚生労働省職業安定業務統計）

1.14

1.47

1.74

2.1
2.2

0.94 1.02 0.97
0.73

1.28

0.83

0.37

0

0.5

1

1.5

2

2.5

16年度 17年度 18年度 19年度 20年度 21年（6月）

介護職種 全産業％
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採用の状況
 

中途採用が約８５％

 
新卒は約１０％

5.5

14.6

3.6

9.2

90.7

88.6

80.8

91.5

83.1

7.2

5.9

4.6

5.0

7.8

9.6

新卒採用

2.0

84.6

中途採用

5.8

無回答

0% 20% 40% 60% 80% 100%

区分

全体（n=58,961)

訪問介護員（n=16,426)

サービス提供責任者（n=2,534）

介護職員（n=25,877)

看護職員（n=5,847)

介護支援専門員（n=2,901)
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早期離職防止や定着促進のための方策
全体（n=5,198）

63.4

60.3

52.6

41.4

35.7

31.1

28.4

25.3

18.2

17.9

8.8

23.1

34.0

40.7

0 10 20 30 40 50 60 70

全体（n=5,198）

(%)

ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝの円滑化を図っている

労働時間の希望を聞く

賃金・労働時間・休暇等労働条件改善

非正社員の正社員転換機会を設けている

能力開発を充実させる

経営者との経営方針・ｹｱ方針の共有の機会
を設ける

能力や仕事ぶりを評価し、配置・処遇に反映
する
仕事内容の希望を聞く

福利厚生を充実させ、職場内交流を深める

健康対策・健康管理に力を入れる

悩み、不安など相談窓口を設けている

新人の指導担当を置いている

職場環境を整える

離職理由を分析し、方策に役立てる
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人材育成の取組みにあたっての問題点

46.7

29.4

19.7

14.2

13.8

11.0

8.2

4.3

3.1

1.2

11.6

49.8

24.8

29.1

23.1

20.4

17.4

13.6

5.3

3.1

1.0

8.4

47.2

28.8

27.6

20.4

12.1

14.4

13.1

4.4

2.8

1.2

10.5

46.6

23.1

31.7

23.9

16.5

18.9

16.2

5.0

3.1

0.9

7.7

0 10 20 30 40 50 60

訪問介護員正社員
（n=1,469）

介護職員正社員
（n=3,207）

訪問介護員非正社員
（n=2,541）

介護職員非正社員
（n=3,394）

(%)

人材育成の時間がない

育成費用に余裕がない

採用時期が別々で効率的な育成
が出来ない
知識経験がばらばらで効率的
育成ができない

指導できる人材がいない

職員の能力開発意欲が低い

育成してもすぐに辞めてしまう

育成の取組み方がわからない

経営者・管理者が人材育成に
熱心でない

その他

特にない
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過去1年間の教育・研修の実施
 事業所の実施割合は８割と高い

6.3

1.3

6.6

8.0

77.8

0 20 40 60 80 100

無回答

いずれも行っていない

非正社員のみ

正社員のみ

正・非社員共に行っている

％
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過去1年間の教育・研修の内容

％

1.6

19.9

38.8

44.8

48.8

50

56.4

75.1

0 10 20 30 40 50 60 70 80

いずれも行っていない

資格取得研修

介護保険制度や関係法令

ｺﾝﾌﾟﾗｲｱﾝｽ・ﾌﾟﾗｲﾊﾞｼｰ

情報共有・記録・報告

事例検討

接遇・ﾏﾅｰ

介護技術・知識
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教育・研修計画を立てている事業所（規模別）
 事業所規模が大きい程割合が高い

32.8
38.6

45.6

52.1
57

64

0

10

20

30

40

50

60

70

4人以下 5～9人 10～19人 20～49人 50～99人 100人以上

％
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雇用管理責任者
 

選任の有無
 

特定施設は半数以上選任なし

31

46.2

38.1

44.6

38.1

41.2

40.9

46

38.2

44.2

40

13.5

10.6

12.7

14.8

15.5

15.4

52.5

0 10 20 30 40 50 60

特定

老福

老健

訪介

通介

全体

責任者
知らな
い

選任し
てない

選任し
ている

％
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定着促進に有効な雇用管理
 

（複数回答）

3.7

6.9

8.8

17.9

18.2

23.1

25.3

28.4

31.1

35.7

60.3

34

40.7

41.1

52.6

63.4

0 10 20 30 40 50 60 70

特に方策はとっていない

子育て支援を行っている

離職理由を分析し方策に役立てる

職場環境を整えている

新人の指導担当を置いている

悩みなどの相談窓口を置いている

健康管理に力を入れている

福利厚生を充実させ交流を深めている

仕事内容の希望を聞いている

能力を評価し処遇に反映する

経営・ｹｱの方針を共有する機会を設けている

能力開発を充実させている

非正社員の正社員登用の機会を設けている

賃金労働時間等労働条件を改善している

労働時間の希望を聞いている

職場のｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ円滑化を図っている

％
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訪問介護員の管理方法
 

６割の事業所が直行直帰

（平成２０年度サービス提供責任者実態調査）

無回答
2.4％

その他
10.1％

稼働日のうち
に、必ず電話等
で報告させてい

る
31.8 ％

稼働日に一度は
必ず事務所に立
ち寄らせている

27.1％

一定期間まとめ
て報告すれば良
いことにしてい

る
28.6％

直行直帰
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生計維持者の割合
 

（労働者回答）

 
主たる生計維持者「自分」は約３分の１

％
31.5

33.8

35.7

26.1

33.7

46.1

51.8

47.1

62.3

51

21.8

13.6

16.4

10.8

14.5

0 10 20 30 40 50 60 70

看護師

介護職員

サ　　責

訪問介護員

全　　体

折半

自分以外

自分
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月間残業時間（正社員）
 

（労働者回答）

 
残業ﾅｼは約４割

38.4

41.3

残業なし

43.9

42.0

24.8

５時間未満

23.3

26.2

20.5

14.1

５時間以上
10時間未満

20.2

14.0

16.6

5.5

10時間以上
15時間未満

8.6

9.0

6.9

1.1

15時間以上
20時間未満

1.9

0.9

2.1

0.9

20時間以上

1.8

1.3

1.7

5.9

12.3

無回答

6.7

8.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

区分

訪問介護員

（n=1,232)

サービス提供責任者

　　　　　　　（n=1,468)

介護職員

（n=4,989)

介護支援専門員

　　　（n=1,637)
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月間残業時間（非正社員） （労働者回答）

 
訪問介護員は８割残業ﾅｼ

23.5

5.0

10.5

6.1

残業なし

78.8

40.5

67.5

55.4

５時間未満

10.5

29.6

20.1

５時間以上
10時間未満

2.9

16.9

10時間以上
15時間未満

0.6

1.4

2.5

15時間以上
20時間未満

0.2

1.2

0.3

0.4

20時間以上

0.1

0.2

0.3

－

無回答

6.8

5.4

7.7

5.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

区分

訪問介護員

（n=2,513)

サービス提供責任者

　　　　　　　（n=425)

介護職員

（n=2,636)

介護支援専門員

　　　（n=285)
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深夜勤務の有無
 

（労働者回答）

 施設系入所型は大半夜勤アリ

6.6

74.2

13.1

91.5

23.9

83.5

27.7

ある

70.0

ない

2.3

無回答

1.9

1.8

3.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

区分

全体（n=18,035）

訪問系（n=8,114）

施設系（入所型）
（n=5,028）

施設系（通所型）
（n=4,390）
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夜勤時の休憩・仮眠
 

「とれない」
 

（労働者回答）

 認知症対応型共同生活介護は特に高い

0

10

20

30

40

50

60

認知症 特定 　短期入 老福 老健 通介 全 体

51.2

37.3

25.3
21.4

％

37.1

54.2

41.7

（介護労働安定センター１９年度介護施設実態調査）
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ヒヤリハット「あった」
 

（労働者回答）

 
施設系が高い

54.8

37.2

64.6

75.0

0

20

40

60

80

全体
（n=18,035)

訪問系
（n=8,114)

施設系（入所型）
（n=5,028)

施設型（通所型）
（n=4,390)

（％）
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現在の仕事を選んだ理由
 

（労働者回答）

 「働きがいのある仕事」が6割とダントツ

10.7

14.3

18.4

18.9

25.3

29.8

34.7

35.4

33.9

58.1

0 10 20 30 40 50 60 70

他によい仕事がない

都合のよい時間に働ける

身近な介護経験から

生きがい・社会参加

介護知識や技術が身につく

お年寄りが好き

今後ﾆｰｽﾞが高まる仕事

人や社会に役立ちたい

資格・技能が生かせる

働きがいのある仕事だから

％
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取りたい資格
 

（労働者回答）

 
「希望なし」は１３．６％

0.8

0.9

1.2

1.2

3.6

9.2

22.7

30.6

13.6

0 5 10 15 20 25 30 35

ﾍﾙﾊﾟｰ2級

PT・OT・ST

看護師・准看護師

ﾍﾙﾊﾟｰ１級

福祉用具専門相談員

社会福祉士

希望なし

介護福祉士

介護支援専門員

％
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仕事の満足度 D．I （労働者回答）

 
仕事や職場環境には満足だが

 
賃金、教育、福利厚生などは不満

-10.2

15.5

-4.2

-5.6

-16.2

-16.7

-40.3

39

-50 -40 -30 -20 -10 0 10 20 30 40

福利厚生

職場環境

勤務体制

労働時間

教育訓練

評価処遇

賃　　　金

仕事内容

%%
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労働条件等の不満
 

（労働者回答）

 
賃金の不満は高い

30

35

36

38.2

41.3

51

58.3

0 10 20 30 40 50 60

休暇がとりにくい

休憩がとりにくい

精神的にきつい

身体的負担が大きい

社会的評価低い

人手不足

賃金が低い

%%
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「前職」の有無・「前職は介護」の割合
 ８割が転職組

 
うち

 
３割が介護から介護への流入

前職なし
17.0%

無回答
1.2%

直前は介護
の仕事
30.1%前職あり

81.9% 直前は介護の
仕事ではない

66.7%無回答
3.2%

（労働者回答）
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直前の介護の仕事をやめた理由
 

（労働者回答）

6.9

10.9

17.8

20

21.8

23

23.4

0 5 10 15 20 25

人員整理・事業不振のため

結婚・育児のため

将来の見込みが立たなかった

他に良い職場があった

収入が少なかった

職場の人間関係

事業所の運営のあり方に不満

％
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採用時の研修・採用後の指導担当者
 

（労働者回答）

 
「受けない」

 
が４５％もある

 
「指導担当いない」

 
が5割もある

52.6

45.2

40

42

44

46

48

50

52

54

受けた 受けない

47.1

49.3

40

42

44

46

48

50

52

54

い　た いない

％
％
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職場の取組み状況と働く上での悩み、不安、不満の解消
 「役立つと思う」

 
取組み

 
（労働者回答）

 

研修やｷｬﾘｱ形成が高い

28.9

31

24.7

30.2

36.3

35.6

36.9

36.4

29.5

35.2

39.9

43.5

0 5 10 15 20 25 30 35 40 45 50

介助しやすい施設づくりや福祉機器の導入

介護能力を適切に評価するしくみ

事業所の相談援助体制の設定

介護能力に見合った仕事配置

働き方やｷｬﾘｱについて上司と相談する機会の設定

介護に関する事例検討開の開催

実務中、上司や先輩から指導助言を受ける機会の設定

介護能力の向上に向けた研修

勤務体制を決める際の職員の要望を聞く機会の設定

事故やﾄﾗﾌﾞﾙへの対応ﾏﾆｭｱﾙ作成等の体制づくり

採用時における賃金・勤務時間の説明

定期的な健康診断の実施

％
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介護人材の需要
 

（

 

H21.2厚生労働省雇用対策基本問題部会資料より）

 
今後２０年で倍増すると見込まれる

19 22 23 25
41

117
131

233

150
137

0

50

100

150

200

250

18 20 21 23 37

介護職

事務職等

平成年度

万人

注）介護給付費の伸び率による厚労省推計

 

37年度は推計値中位数

 

千人四捨五入
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• 福祉人材確保指針

厚生労働大臣策定
 

H１９年8月改定

①
 

適切な給与水準の確保
 ②

 
高い専門性有する者の処遇の確保

 ③
 

定着促進のための労働環境の改善
 ④

 
キャリアアップの仕組みの構築

 ⑤
 

有資格者や多様な人材の参画促進
 ⑥

 
介護について国民の理解促進
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